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　以上五曲について考えてみよう。
・旋法及び音階については，正に日本音楽から西洋の長音階への移行がはっ
きりよみとれる。「風車」ら「紀元節」に於ては，まだ日本的色彩が強いが
「うさぎとかめ」と「春が来た」では，長音階に移行している。ただし第4
音と第7音を抜いているところがいかにも東西折衷で面白い。日本人はこの
四七抜き音階が非常に好きで，うたいやすいこともあって，現代の演歌調の
曲にも多く用いられている。
　「汽車」になるとオクターブの七音が全部用いられ完全に長音階となって
いる。
　リズムの点では，各々の歌詞のことばに合わせて，適切しかも統一のある
リズムを用いている。わらべうたに比べると，一層変化に富み多様な情感を
巧みに表現している。
　拍子に於ては，二拍子及び4拍子が多く，まだまだ3拍子は少ない。3拍
子のリズムは本来日本人には持ち合わせていない拍子で，西洋音楽が入って
来てから序々に用いられるようになった。
　ハーモニーでは，素晴しい進歩をみせている。わらべうたに於ては，ハー
モニーは存在しなかったのに対し，立派にIIVVの和声進行を伴って作曲さ
れている。前に上げた外国民謡の影響であろう。又当時の音楽家達の勉強ぶ
りカごうかカfえる。
　形式についても同様，殆んどが二部形式，三部形式の形態をとっている。
起承転結の音楽の基本をしっかりふまえて見事に作曲されている。これも西
洋音楽の影響によるところである。
　曲の始まり方では，外国民謡が殆んど弱起（アークタクト）の曲であるの
に対し，強起の曲が多い。これは，日本語のイントネーションによる理由と
日本人がアーフタクトのリズムにまだ不慣れの為と思われる。
ま　と　め
・明治時代の歌の推移の概要は，先に述べた通りだが，実際に各々の曲をア
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ナリーゼしてみて，その時代の世相がそのまま音楽の内容（メロディ，リズ
ム，ハーモニー，歌詞）に表われていること。
・日本人の持っていた音楽，最も大衆に親しまれていた「わらべうた」や民
謡は，独自の旋法により作られ，日本語と良く調和し，うたいやすい。立派
な民族音楽であった。しかるに西洋音楽が入って来て以来，和洋折衷をとな
えながら，実際には，急速にかたむいていったこと。
・要するに今回調べた曲についていうと，
　わらべうた＋外国民謡一日本人作品（唱歌）といえること。
・この時代には，幾多のすぐれた作品が誕生している。これらの曲が，その
後の日本音楽の源となっていること。
・我々が，日頃口ずさむなつかしい歌の数々が殆んどこの時代に生まれてい
る事は，実に感概深い。当時の音楽家達が，いかに勉強し，音楽を大切にし
て来たか，うかがい知る事が出来る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　　　　　　　　（かまだ　ひろこ，幼児教育，音楽・ソルフェージュ）
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